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(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第３四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第３四半期 452,467 △3.2 18,891 △29.0 15,139 △34.0 9,232 △37.1

2019年３月期第３四半期 467,615 4.9 26,619 1.0 22,937 △5.6 14,681 △6.7
(注) 包括利益 2020年３月期第３四半期 10,264百万円(△13.3％) 2019年３月期第３四半期 11,837百万円(△60.0％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第３四半期 141.55 141.28

2019年３月期第３四半期 223.90 223.54
　

(注) 当社は、2018年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首
に当該株式併合が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純利
益」を算定しております。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第３四半期 665,580 360,432 50.8

2019年３月期 659,587 360,726 51.1
(参考) 自己資本 2020年３月期第３四半期 337,903百万円 2019年３月期 336,992百万円
　
　
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 － 9.00 － 55.00 －

2020年３月期 － 50.00 －

2020年３月期(予想) 50.00 100.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

当社は、2018年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。2019年３月期第２四半
期末の１株当たり配当金につきましては、当該株式併合前の金額を記載し、年間配当金合計は「－」として記載し
ております。

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 610,000 △1.8 28,000 △22.3 22,500 △28.0 15,500 △30.3 237.64
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注) 詳細は、添付資料９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記
事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期３Ｑ 68,000,000株 2019年３月期 68,000,000株

② 期末自己株式数 2020年３月期３Ｑ 2,774,012株 2019年３月期 2,778,423株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期３Ｑ 65,224,272株 2019年３月期３Ｑ 65,573,247株

(注) 当社は、2018年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度
の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均
株式数」を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあ
たっての注意事項等については、添付資料４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想
などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

・当社は、2020年２月12日に、機関投資家及び証券アナリスト向けの決算説明会を電話にて開催する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

世界経済は、経済活動が地球規模のスケールでつながるネットワーク社会の時代を迎えています。第３四半期は

その観点から米中貿易摩擦の激化が技術的につながる世界のサプライチェーンに影響が広がり、甚大な景気減速要

因になりました。英国ＥＵ離脱問題や米国とイランの緊張など地政学的リスクが高まったこともあり、第３四半期

の景気のモメンタムは減速しました。

第４四半期になり米中貿易摩擦の緩和、英国ＥＵ離脱問題や中東情勢の落ち着きに加え米国の政治安定化期待か

ら、景気回復の足取りは徐々に強くなっていましたが、１月に発生した新型コロナウィルスの感染拡大による下振

れリスクの懸念は想定外の勢いで広がっています。世界経済に深刻な影響を与えかねない情勢にあります。

当社グループの業績は、アジア・欧州での需要の鈍化、自動車産業やエレクトロニクス産業の低迷の影響によ

り、主にMaterial Solutions Unitを中心として販売減・利益減となりました。当社が力を入れている海外市場の

景気減速が業績の大きなトリガーになりました。このような状況のなか、当第３四半期累計期間（2019年４月～12

月）の業績は、売上高は452,467百万円（前年同期比3.2％減）、営業利益は18,891百万円（前年同期比29.0％

減）、経常利益は15,139百万円（前年同期比34.0％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は9,232百万円(前年

同期比37.1％減)となりました。

各セグメントの状況は次のとおりです。

① Material Solutions Unit

Vinyls and Chlor-Alkaliについては、か性ソーダは中国経済減速の影響が未だ色濃く市況の低迷が続いていま

す。一方、塩化ビニル樹脂及び塩ビ系特殊樹脂は国内の市況は低迷しましたが、インドなど海外の需要は堅調に推

移し販売は増加しました。当SVは、第３四半期は前年並みに回復し、第４四半期は一段の回復が進みますが、年間

では世界経済の減速の影響を受けて未だ本格的な回復の途上にあります。

Performance Polymersのモディファイヤーについては、米中貿易摩擦による国内外の需要減及び貿易量の減少の

影響を強く受けました。当SVは、大型新製品の開発・投入により付加価値の高い新たな市場の創出を進めていま

す。事業構造を変える先兵として開発を進めてきたエポキシマスターバッチは、自動車構造接着剤やエレクトロニ

クス用途など最先端の市場ニーズに応える技術の特殊性が評価され、販売が急増しています。設備能力を上回る旺

盛な需要に応えるため、速やかにデボトルネックによる増産を図るとともに、本年７月稼働に向けて能力を２倍に

する能力増強工事を突貫で進めています。

変成シリコーンポリマーについては、欧州では販売が堅調に推移し、ベルギーの能力増強設備が収益に貢献しま

した。このSVは、技術差別力の高いオンリーワン製品であり、ニューフロンティアとして取り組んでいるアジア市

場の開拓は順調に進んでいます。一昨年稼働したマレーシア工場の新系列が業績を押し上げています。

カネカ生分解性ポリマーPHBH®については、Ｇ２０など国際会議に加え、ＣＮＮなどメディアでマイクロプラス

チック問題のソリューションとして取り上げられ、環境問題に関心の高いグローバル企業から引き合いが殺到して

います。社会システムを変えるイノベーション素材として、日本では、セブン-イレブンをはじめとしたコンビニ

や化粧品メーカーなどでストローやレジ袋、包装材の幅広い用途に採用が進んでいます。また、海外では、大手ブ

ランドホルダーと多くの新規プロジェクトが始まっています。販売の引き合いは昨年12月に竣工した5,000tプラン

トの能力を大きく上回っており、20,000t規模の本格量産プラント建設の準備を進めています。

② Quality of Life Solutions Unit

Performance Fibersについては、アフリカ市場拡大が顕著で、加えて、先進国においても新しい需要開拓が進

み、当セグメントの収益を牽引しています。旺盛な需要に応えるべく、デボトルネックによる増産を進めるととも

に、最速で生産能力増強が可能な高砂工業所での増設を検討しています。

Foam & Residential Techsのスチレン系発泡樹脂および押出ボードについては、薄物高断熱などの新規商品の投

入を進め、需要の拡大と相俟って、収益が増加しました。物流効率化に向けた拠点整備など更なる収益力向上を目

指した事業プラットフォーム強化に取り組んでいます。発泡ポリオレフィンについては、自動車・モビリティ領域

の省エネ、軽量、安全ニーズの高まりのなか、グローバルな需要が拡大しています。タイ、ベルギーでの能力増強

や新プロセス導入など事業基盤強化のスピードを上げてまいります。
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PV & Energy managementについては、地球温暖化が懸念されるなか、国のエネルギー政策では自然再生エネルギ

ーとりわけ太陽光発電システムを主力電源とする議論が始まっています。大手ハウスメーカーを中心に販売は順調

に伸びております。大成建設と外壁・窓が発電する多機能で意匠性を備えた画期的な工法を共同開発しましたが、

その技術を使った高効率シースルー太陽電池が新国立競技場に採用になりました。住宅やビルのゼロエネルギー・

マネジメント・システム素材である新製品の増産体制を遅滞なく進めて、需要拡大に対応してまいります。

E & I Technologyのポリイミドフィルムとグラファイトシートについては、スマートフォン市場の減速の影響を

強く受けました。このSVは、自動車の自動運転システム支援用ＣＭＯＳセンサー素材など他社が真似できない素材

を末端のデジタルデバイスメーカーと共同で開発を進めています。今後拡大が見込まれる有機ＥＬディスプレイや

５Ｇスマートフォンなどデジタルトランスフォーメーションを支えるユニークな新製品の研究開発活動を強化して

まいります。

③ Health Care Solutions Unit

Medical Devicesについては、高機能カテーテルなど新製品の販売が国内外で拡大しています。旺盛な需要に応

えるべくベトナム工場の能力増強を検討しています。11月に国内で販売をスタートした新製品の塞栓コイルは、順

調に販売が拡大しており、更に米国での発売を予定しています。今後は、薬剤を塗布したバルーンカテーテルや電

極カテーテル、血流測定機器など新規医療領域での積極的な事業拡大を目指してまいります。当SVの飛躍的な拡大

を図るため米国、欧州の医療機器会社と積極的に資本・業務提携を進めています。

Pharmaについては、大型低分子医薬品の出荷が第４四半期に変更になり、第３四半期の当SUの業績に多大な影響

を与えました。ジェネリック医薬品向けのＡＰＩやバイオ医薬品が堅調に拡大しています。大阪合成有機の能力増

強が今後の業績に寄与します。カネカユーロジェンテック社の生産能力増強工事が完了し、本格稼働に向けた準備

を鋭意進めています。

④ Nutrition Solutions Unit

Foods & Agrisについては、大手製パン、コンビニや食品メーカーへの積極的な提案型営業が拡販をドライブし、

収益を伸ばしています。味の多様化が進むなか、当社のスパイス市場が拡大しており、カネカサンスパイス製品の

新規採用件数の増加が収益拡大に貢献しています。日本の美味しいパン・菓子文化の拡大期を迎えているインドネ

シアでの新工場増設を５月稼働で遅滞なく立ち上げ収益拡大を図ります。「パン好きの牛乳」「パン好きのカフェ

オレ」「ベルギーヨーグルト ピュアナチュール」は市場で大好評を博しており、それを追い風にして新しい乳製

品事業の立ち上げを急ぎます。乳製品の新工場建設の検討を急ぎ、酪農家とともに循環型酪農の発展を目指しま

す。

Supplemental Nutritionについては、健康意識が高まるなか、ブランド化した還元型コエンザイムＱ１０を核に

カネカらしい新しいサプリメント事業モデルを創出する手がかりとして、スペインのAB-Biotics社を完全子会社化

しました。同社の乳酸菌サプリメント素材は、そのユニーク性が高く評価され、グローバルに販売が拡大していま

す。今後は食品事業との協奏と効果効能の科学的な情報発信を丁寧に行い、サプリメント素材の多品種多様化を図

ってまいります。乳酸菌の米国での生産を早期に実行し、米国と日本での販売をスピーディに立ち上げます。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期末の総資産は、有形固定資産の増加等により前期末に比べ5,992百万円増の665,580百万円となりま

した。負債は、買掛金及び借入金の増加等により6,286百万円増の305,148百万円となりました。また、純資産は、

為替換算調整勘定の減少等により294百万円減の360,432百万円となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第３四半期は地政学リスクの高まりと米中貿易摩擦に端を発した景気のモメンタムの減速が世界規模で広がりま

した。地球規模でつながる企業活動もその影響から大きな後退を余儀なくされる状況になりました。

当社の業績も第２四半期を底に第３四半期は改善していくと見込んでおりましたが、残念ながら、計画に比して

低レベルの回復に留まりました。第４四半期については、米中政治対話の進展や地政学的リスクの沈静化を背景

に、景気回復の足取りに明るい兆しが見えてきましたが、コロナウィルス問題が想定外のスピードとスケールで拡

大しています。世界経済の回復、景気のモメンタムの回復に深刻な影響を与えています。第２四半期を底に第４四

半期は確かな業績回復のモメンタムが各ビジネスユニットに現れていることを確認しながらも、日を追って景気の

不透明、不確実な環境認識が広がる状況下で、当社は、コロナウィルス問題の影響による下振れリスクを一部織り

込み、業績の下方修正をすることにしました。

第３四半期のモメンタムの回復は11月12日の業績予想の修正時から遅れているものの、第４四半期は全体として

コロナウィルス問題を除けば業況は確かな回復の足取りにあります。フォーム、フーズの季節要因による減益、高

砂の定修となるファイバーを除くSVはモメンタムの回復の兆候がはっきりと現れております。海外市況が大きく回

復の傾向にあるマテリアルユニット、スマホ市場回復のE & I、市場の安定拡大を続けているメディカル、ファー

マ、サプリの改善、PVの構造改革の進展による増益等、見通せる状況になっていました。今後引き続きポートフォ

リオ変革による収益力向上に全力を傾注してまいります。コロナウィルス問題については、一部織り込むものの、

業績に与える一層の下振れリスクについては、見通せるレベルにはありません。

第４四半期の為替レート及び原料価格については、米ドルは109円、ユーロは121円、国産ナフサ価格は44,000

円／KLを想定しております。

当期の連結業績予想数値の修正（2019年４月１日～2020年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 625,000 32,000 26,000 18,000 275.98

今回修正予想（Ｂ） 610,000 28,000 22,500 15,500 237.64

増 減 額（Ｂ－Ａ） △15,000 △4,000 △3,500 △2,500

増 減 率（ ％ ） △2.4 △12.5 △13.5 △13.9

（参考）前期連結実績

（2019年３月期） 621,043 36,041 31,268 22,238 339.15

※上記の予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因により

予想数値と異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 40,905 34,769

受取手形及び売掛金 147,993 142,825

有価証券 232 109

商品及び製品 61,609 66,483

仕掛品 9,365 9,550

原材料及び貯蔵品 41,459 42,597

その他 13,918 18,881

貸倒引当金 △1,237 △1,254

流動資産合計 314,245 313,962

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 79,815 84,357

機械装置及び運搬具（純額） 106,395 109,951

その他（純額） 65,710 68,516

有形固定資産合計 251,922 262,825

無形固定資産

のれん 3,981 3,508

その他 9,443 9,974

無形固定資産合計 13,424 13,483

投資その他の資産

投資有価証券 61,273 58,715

その他 18,982 16,839

貸倒引当金 △260 △245

投資その他の資産合計 79,994 75,308

固定資産合計 345,342 351,617

資産合計 659,587 665,580
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 84,797 86,725

短期借入金 67,668 79,126

1年内償還予定の社債 10,000 －

未払法人税等 2,864 1,751

引当金 128 8

その他 48,453 47,468

流動負債合計 213,912 215,079

固定負債

社債 － 10,000

長期借入金 45,122 39,162

引当金 266 268

退職給付に係る負債 34,985 34,662

その他 4,574 5,973

固定負債合計 84,948 90,068

負債合計 298,861 305,148

純資産の部

株主資本

資本金 33,046 33,046

資本剰余金 32,784 31,074

利益剰余金 272,944 275,494

自己株式 △11,601 △11,583

株主資本合計 327,173 328,033

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 19,642 20,915

繰延ヘッジ損益 △110 △105

為替換算調整勘定 △4,008 △5,830

退職給付に係る調整累計額 △5,705 △5,110

その他の包括利益累計額合計 9,818 9,870

新株予約権 431 478

非支配株主持分 23,302 22,050

純資産合計 360,726 360,432

負債純資産合計 659,587 665,580
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

売上高 467,615 452,467

売上原価 337,368 326,724

売上総利益 130,246 125,743

販売費及び一般管理費 103,626 106,851

営業利益 26,619 18,891

営業外収益

受取配当金 1,490 1,483

投資有価証券売却益 119 400

持分法による投資利益 － 117

固定資産売却益 427 315

その他 796 475

営業外収益合計 2,834 2,793

営業外費用

支払利息 1,542 1,317

固定資産除却損 2,058 1,379

為替差損 366 650

持分法による投資損失 30 －

その他 2,518 3,198

営業外費用合計 6,516 6,545

経常利益 22,937 15,139

特別損失

訴訟関連費用 1,285 864

特別損失合計 1,285 864

税金等調整前四半期純利益 21,652 14,275

法人税、住民税及び事業税 4,479 3,257

法人税等調整額 1,202 718

法人税等合計 5,682 3,976

四半期純利益 15,970 10,299

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,288 1,066

親会社株主に帰属する四半期純利益 14,681 9,232
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

四半期純利益 15,970 10,299

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,732 1,292

繰延ヘッジ損益 △15 5

為替換算調整勘定 △389 △1,932

退職給付に係る調整額 1,010 598

持分法適用会社に対する持分相当額 △6 1

その他の包括利益合計 △4,133 △35

四半期包括利益 11,837 10,264

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 10,729 9,284

非支配株主に係る四半期包括利益 1,107 979
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

国際財務報告基準を適用している子会社は、第１四半期連結会計期間より、国際財務報告基準第16号「リース」

(以下「IFRS第16号」という。)を適用しております。これにより、リースの借手は、原則としてすべてのリースを

貸借対照表に資産及び負債として計上することとしました。 IFRS第16号の適用については、経過的な取扱いに従

っており、本基準の適用による累積的影響額を適用開始日に認識する方法を採用しております。

この結果、当第３四半期連結会計期間末の「有形固定資産」が2,283百万円増加し、流動負債の「その他」が282

百万円及び固定負債の「その他」が2,101百万円増加しております。当第３四半期連結累計期間の損益に与える影

響は軽微であります。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

Material
Solutions

Unit

Quality of
Life

Solutions
Unit

Health Care
Solutions

Unit

Nutrition
Solutions

Unit
計

売上高

外部顧客への売上高 191,126 119,632 35,093 120,954 466,806 809 467,615 － 467,615

セグメント間の
内部売上高又は振替高

944 17 － 25 987 814 1,801 △1,801 －

計 192,070 119,649 35,093 120,979 467,793 1,623 469,417 △1,801 467,615

セグメント利益 19,623 11,804 7,352 4,077 42,857 371 43,229 △16,609 26,619

(注) １ 「その他」は、報告セグメントに含まれない損害保険・生命保険の代理業務等であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 42,857

「その他」の区分の利益 371

セグメント間取引消去 12

全社費用(注) △16,677

その他の調整額 54

四半期連結損益計算書の営業利益 26,619

(注) 全社費用は主に特定の報告セグメントに帰属しない基礎的研究開発費であります。

決算短信（宝印刷） 2020年02月12日 10時44分 11ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



㈱カネカ(4118) 2020年３月期 第３四半期決算短信

― 10 ―

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

Material
Solutions

Unit

Quality of
Life

Solutions
Unit

Health Care
Solutions

Unit

Nutrition
Solutions

Unit
計

売上高

外部顧客への売上高 180,661 118,652 33,251 119,096 451,662 805 452,467 － 452,467

セグメント間の
内部売上高又は振替高

773 15 － 31 820 822 1,643 △1,643 －

計 181,435 118,667 33,251 119,128 452,482 1,628 454,111 △1,643 452,467

セグメント利益 14,669 11,363 6,048 3,976 36,056 394 36,451 △17,559 18,891

(注) １ 「その他」は、報告セグメントに含まれない損害保険・生命保険の代理業務等であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 36,056

「その他」の区分の利益 394

セグメント間取引消去 △0

全社費用(注) △17,569

その他の調整額 10

四半期連結損益計算書の営業利益 18,891

(注) 全社費用は主に特定の報告セグメントに帰属しない基礎的研究開発費であります。
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